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研究実績 

の概要 

研究計画が実施できなかった。 

 

【理由】 

調査に参加する被験者を獲得していたが、予備調査を予定であった夏以降に、保育所等

への新型コロナウィルスの感染拡大、未就学者への感染拡大がみられ、調査を予定してい

た、9月、2月ともに実施が難しい状況となった。 

調査の場所を変えることも検討したが、調査に使う予定であった誤信念課題（TOM）の入

手の見通しが立たたず（製作者が病気のため再販未定）、ベースとなる検査用具をそろえ

ることに時間を要したことも、実施ができなかった一因である。 

 

【今後の実施予定】 

 誤信念課題（TOM）については他所から入手することができたため、他の調査用具であ

る図版等の準備も進めたい。社会の状況が許せば、調査を受け入れてくれる幼稚園や保育

園は獲得できているので、来年度こそは調査を行いたい。調査を保護者に依頼し、被験者

を子どもとするオンラインの調査方法は避けたいと思っている。 
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